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林 木 の 雪 害 0こ つ trヽ ■C (第 3報 )

一 ― 間 伐 お よ び 裾 枝 打 ち が 雪 丘

形 成 に 及 ぼ サ 影 響 に つ い て 一 一

°斎藤新一郎・成田俊司 (北海道立林業試験場)

1.ま えがき

これまでの報告 (増 田ほか,1978:斎藤ほか,1989,1990)で ,道東地方は少雪・乾き

雪にもかかわらず,地吹雪の発生により,防風林帯に大雪丘が形成され,そ の林木に大き

な雪害が生じていることがIIIら かとなつた。本稿では,こ うした林帯に保育作業 (間 伐お

よび裾枝打ち)を実施して,雪丘害を低減することができた事例を報告する。

2.調査地の概要

調査地は,第 1,2報 と同じく,模茶町虹 51原 野の開拓地 (牧 草地)であり,北寄 りの

季節風 (摩周百)に対して,4本の林帯が約500m間 隔に,幅が約40mで 造成されている。

林齢は16～ 21年生であり,樹高が 7～ 10m,胸 高直径が 6～ 18cmで あって,立六密度が約

3000本 /haで ある。これまでに,いずれの林帯も,雪丘害を受けて,そ の風上側林縁の約

10mを残して,風下側の 3/4が 壊減してきた。そのため,壊減部分の再造林が必要とな

つている .

3.試験の目的

防風林の密度による防風効果を諸文献か ら検討すると,密な防風林ほど風下側林縁の直

後に減風域ができて,その風下ではす ぐに効果が失われる。他方,通風性のやや高い防風

林では,減風域がより風下側にでき,減殺率は低いが,よ り風下側まで防風効果がある。

そこで,こ の防風機能を防雪機能にあてはめて,林帯の通風性を高め,雪丘をより低 くす

ることが検討された。

4.調査結果

1)1991年 2月 20日 の雪丘

現地調査は,この冬の最大の暴風 (2月 16～ 17日 ,最大風速が19.5■/s)の 直後に実施さ

図-1 過去3年間の林帯の風下側の雪丘の比較
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れた。その結果,林縁か ら23m風下地点の雪丘の頂部では,積雪深 260cmと いう,過去 3

年間では,最大の雪丘が観測された。なお ,1990年 2月 には150cn,1989年 2月 には197cm

の雪丘であつた (図 -1).

2)間伐および裾枝打ち試験の成果

林帯の通風性を高め,雪丘を低 くする目的で,林業的な保育作業としての,間伐 (本数

調整伐)と裾枝打ちとが,1990年 12月 12日 に実施された。無間伐区と間伐区をそれぞれ長

さ30m X厚さ10mで設定し,間伐率は,劣勢木を中心にして,約50%と なり,立木密度が
約1500本 /haと なつた。問伐をしてみて,防風林帯の残つた林木も,かなりの雪害 (幹の

根元曲がり,幹折れ,枝抜け,枝折れ)を受けていることが判明した。枝抜けの場合,そ
の傷が幹の中

`い
に達 していて,樹皮が癒合しても,内部が腐朽していた。

また,間伐区では,手の届く範囲 (高 さが2.0～ 2.4m)の 裾枝打ちも実施した (写真―

1,2).カ ラマツでは,枯れた下枝が,と くに風下側で残つていて (自 然落枝せず),
材に巻き込まれて,死に節をつくつていた。

写真-1 無間伐 。無裾校打ち区       写真-2 間伐・裾枝打ち区

1991年 2月 の調査では,無間伐・無裾枝打ち区と問伐・裾枝打ち区の林帯の風下側の雪

丘を観測した。前者は,上述のように,高 さが 260cnに も達したが,後者では高さがわず

か 170cnと 低い雪丘であつて,し かも,頂部がより風下側に形成された (図 -2).

'''‐
  ― "…

曝
椰 腱

`
,.‐    ヨ零Fm区

立末●こ     す(a打ち

●θ000本 /■● ぃくらが実■

●′,00本 /1●  商さ2● まで

図-2 間伐区と無間伐区の風下側の雪丘の比較

なお,積雪断面の観測では,260cmの 場合にも,170cnの 場合にも,地表から12～ 15cnだ

けが古い積雪層 (シ モザラメユキ,比重が0.31～ 033)で あり,残 りのすべてが氷の層を

全 く欠如 した,新 しい積雪層 (吹 き溜まり ;上層がコシマリユキ,中～下層がシマリユキ,

比重が0.25～ 0.45)であった。つまり,2月 16～ 17日 の,た だ 1度の.わずか 2日 間の暴

風で,こ の大雪丘が形成されたのである .

写真-2 間伐・裾枝打ち区
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5.結論

防風林帯の雪丘害を軽減する方法は,い くつかある。すなわち,①林帯の間隔を現在の

500mか ら200～ 300mに して,風上の風食域をなくす方法,②植裁密度をより低くして,

通風性の高めの林帯を造成する方法,③積雪の沈隆圧に対して,カ ラマツよりもよく耐え

る機種 (グイマツ,ア カエゾマツ,ダケカンバ,ほか)を植裁する方法,10雪丘の位置は

ほぼ決つているのであるから (風下林縁から10～ 25m),そ こは無立木域 (吹 き溜まり場)

とする方法,な どである.

①および②は,今後,新 しく造成する防風林に適応されるべきである。しかし,現状の

改善方法としては,rl‐ ～ 4‐ の方法を総合して,⑤残つた林帯に間伐および裾枝打ちを実施

して,通風性を高め,雪丘を低くする方法,0更新植栽では,耐雪性の樹種の苗木を用い.

かつ,吹き溜まり域を林内作業道とする方法が提案される (図 -3).

残 存 部 分        重 滅 部 分 =更 新 植 颯 部 分

図-3 雪丘害に対する間伐 。裾枝打ち,林内作業道の設置および古木植裁 (案 )
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